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み
ま
し
た
が
、
品
質
の
更
な
る
向
上
や
栽

培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
た
結
果
、

出
荷
量
３
，
０
４
３
ｔ
、
販
売
高
９
億
６
，

１
１
０
万
円
㎏
単
価
３
１
６
円
と
な
り
、
過

去
最
高
の
販
売
高
を
記
録
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

他
作
物
に
つ
い
て
も
、
ね
ぎ
同
様
に
天
候

不
順
に
よ
り
、
出
荷
数
量
や
販
売
高
が
計
画

を
下
回
り
ま
し
た
。
特
に
み
ょ
う
が
は
、
根

茎
腐
敗
病
が
大
発
生
し
、
過
去
に
例
の
無

い
ほ
ど
の
減
収
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
販
売
量

94
・
８
ｔ
、
販
売
高
１
億
１
，
０
９
９
万
円

と
平
年
の
半
作
の
収
量
と
な
り
ま
し
た
が
、

青
果
物
全
体
で
は
、
販
売
量
４
，
４
１
１
．

９
ｔ
、
販
売
高
14
億
２
，
５
３
９
万
円
と
な

り
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
の
数
字
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

畜
産
で
は
景
気
後
退
に
よ
る
消
費
減
少
が

あ
っ
た
も
の
の
、
畜
産
全
体
で
は
、
販
売
高

２
億
２
，
３
０
０
万
円
と
な
り
、
計
画
以
上

の
販
売
高
に
な
り
ま
し
た
。

◎
購
買
部
門

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

生
産
資
材
で
は
、
23
年
用
肥
料
は
ほ
と
ん

ど
で
値
下
が
り
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
水
稲
を

中
心
に
提
供
し
て
い
た
特
別
価
格
品
を
昨
年

の
７
品
目
か
ら
15
品
目
に
拡
充
、
畑
作
用

に
も
支
援
を
拡
大
し
た
取
り
組
み
を
し
ま
し

た
。
ま
た
包
装
資
材
は
稲
の
収
量
減
な
ど
が

大
き
く
影
響
し
て
数
量
を
落
と
し
ま
し
た

が
、
訪
問
活
動
等
に
努
め
た
結
果
、
生
産
資

材
の
供
給
高
は
13
億
３
，
３
３
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

生
活
資
材
で
は
、講
習
会
の
開
催
に
よ
る
、

「
安
心
・
安
全
・
新
鮮
」
な
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い

食
材
宅
配
の
利
用
を
促
進
。
ま
た
仕
出
し
事

業
で
は
多
様
化
す
る
葬
祭
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

な
が
ら
事
業
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
生
活
物
資
の
供
給
高
は

２
億
９
，
２
２
０
万
円
と
な
り
計
画
を
上
回

る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
機
械
・
燃
料
部
門
で
も
、
組
合
員
に

積
極
的
な
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

計
画
以
上
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

◎
信
用
・
共
済
部
門

地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

　

貯
金
で
は
組
合
員
お
よ
び
地
域
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
提
供
に
取
組
み
、
利
用

者
基
盤
の
維
持
・
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。
県

下
統
一
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
定
期
・
組
合
員

対
象
定
期
貯
金
「
白
神
の
き
ず
な
」
な
ど
を

提
案
し
、
３
月
末
貯
金
残
高
３
３
８
億
１
，

５
４
３
万
円
と
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

融
資
で
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
水
稲
を
主

体
と
し
た
農
産
物
販
売
の
減
収
に
対
応
す
る

た
め
、
県
の
「
秋
田
県
営
農
維
持
緊
急
支
援

資
金
」
の
ほ
か
、
当
Ｊ
Ａ
資
金
と
し
て
「
稲

作
農
家
経
営
支
援
資
金
」
な
ど
に
よ
る
資
金

対
応
を
行
い
ま
し
た
が
、
厳
し
い
経
済
情
勢

で
個
人
消
費
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
３
月
末

貸
付
金
残
高
は
１
０
５
億
９
，
７
８
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

共
済
部
門
で
は
、「
安
心
」
と
「
満
足
」

を
提
供
す
る
た
め
に
最
良
の
保
障
と
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
、「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の

総
合
保
障
を
通
じ
て
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
強
化
を
基
軸
事
業
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
組
合
員
を
は
じ
め
地
域

住
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
生
命
総

合
共
済
・
建
物
更
生
共
済
等
の
長
期
共
済

新
契
約
は
２
，
２
１
５
件
、
満
期
22
億
８
，

４
７
３
万
円
、
計
画
対
比
１
２
９
・
１
％
と

な
っ
た
も
の
の
、
保
障
で
は
１
０
４
億
５
，

０
２
７
万
円
、
計
画
対
比
59
・
６
％
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
よ
り
新
設
さ

れ
た
医
療
共
済
で
は
、
入
院
日
額
６
８
２
万

円
の
実
績
で
し
た
。
自
賠
責
共
済
で
は
６
，

３
７
５
件
、
共
済
掛
金
１
億
２
，
６
１
４
万

円
で
、
前
年
を
大
幅
に
上
回
る
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
22
年
度
も
Ｊ
Ａ
共
済
は
よ
り

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

26
億
５
，
９
２
８
万
円
も
の
共
済
金
（
満
期

共
済
金
を
含
む
）
を
お
支
払
い
し
、組
合
員
・

地
域
利
用
者
の
方
々
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

第 13 回　通常総代会提出議案
〈報告事項〉
報告事項１　第13年度（平成22年4月1日から平成23年3月31日）貸借対照表、
　　　　　　損益計算書及び注記表の内容並びに全国監査機構の報告及び監事
　　　　　　の監査報告について
〈提出議案〉
議案第１号　第13年度事業報告及び剰余金処分案の承認について
議案第２号　農業倉庫規程の一部変更について
議案第３号　平成23年度事業計画の設定について
議案第４号　平成23年度経費の賦課金額、賦課の方法、徴収時期及び徴収方法
　　　　　　の決定について
議案第５号　平成23年度理事及び監事の報酬決定について
議案第６号　退任理事に対する退職慰労金支給の承認について
議案第７号　退任監事に対する退職慰労金支給の承認について
議案第８号　役員の選任について
付帯決議１　決議事項中、行政庁の認可を必要とするものについて、総代会決
　　　　　　議の内容を変えない字句等の修正加除は理事会に一任する。
　　　　２　年度途中で、事業計画の一部について軽微な変更を要するに至っ
　　　　　　たときは、理事会で計画の変更ができることを承認する。
特別決議　　東日本大震災からの復旧・復興と農業復権に関する特別決議


